
ISSN0285-286I

特集にあたって

長かつだハレー探査も3月の最接近で観

測の山場を越え，いまは蓄積された膨大な

量のデータを解析し総合していく作業に追

われています。探査の全貌ガ現われるのは

まだまだ先のことになるでしょう。とりあ

編集委員長伊藤富造

えず最接近の情景を中lωに，これまでに分

かつ疋ことをルポしてみまし定。日本のハ

レー琴星探査計画に携わって釆られだ皆さ

んへの感謝と拍手を添えて，この特集をお

送りします。

ハレー琴星の予想と現実

ハレ 王山1の地球蚊接近の時も過ぎ.今や す

いせい"の~外崎i像装置の闘f(1Iでもこの当Uti象が

tJEえられるのは.強いアウトパーストが( 2 日お

きに)噴いた時のみという状態になっている。今

度の回婦を振り返ってみると. 1982年末松初の検

出が行われ. 1985年初頭伎の色や自転問lUIについ

てのデータが係集され，更にコ7の形成がE在認さ

れた。 4 月から 9 月まで太陽のI"J こう 11111 に人って

比えなくなり. 10)~ 以後 3 か片はど鋭illiJ され.再

び 1 .2 月曜l太陽に!日l泌される。それ以降は非常

に明るくなって観測にはhappiest days。ハレ 傑

illil機迎合体はことごとく成功ということでHあった。

この!日1普通の越が観illil で待たデ タを桁泌いに卜

回る大量の illil定・蹴像がなされてきたが，これら

清水幹夫

を総合した II.'!.ハレーの新しし、.tt，'j像は 1910年のデ

ータを使って包l帰までに守， iilll されていたものとど

う巡ってきただろうか。

ハレーは短周期都民の中ではずばぬけて明るい。

lAce(ハレー聾星探作機関 jill 絡協議会議)が 1910

年のデータと弘一 jli' の幾つかの主主主!を下敷きにして

{午ったモデルによると.太陽故接近点 (O ， 6AU)

で水分子を 11t 秒 6 x10四例噴き出している。これ

はベネ y トとかウエストとかいった新しい大型it

の半分にも達し. しかもこの慧星の半径を 3 km と

似~した場合.全表 Utiが~Jr苛て.~盟われている時1吹

き tlJすと忠われる祉にかなりj[い。これなら舷は

かなり向いのではないか。記録に留められた恒Ij'"l

数は 30 因。突のところこの数には何の ZE 昧もない
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が，心旦v.的にはノ、レー走行当ー説を文援はする。

ところが観測は目IJ の結果を示した。ハレーにコ

7ができたのが太陽から約6AUのところであるこ

とはCNの検出から示されている。それ以前 8 AU

くらいの所なら望遠鏡には核だけ映っている筈で

ある。可視音 IIから，か外城( -2.2 ミクロン )ill りま

でのアルベドが測定され，これを限 -ti などの反射

スペクトルと比べると.いわゆる D型の炭素質 ~il

石がよく似ている。やや赤みがかった熱い物体で

ある。通常はこの色は布機高分子に倒せられてい

る。アルベドをこの物質の値にとると核の半径が

推定され，ほぽ他の主主星と同じ 3km くらいの fi1!に

なる(とされた)。

一方この時期にハレーの光度がちらちら tffi らぐ

ことも報告された。自転に伴った現象と巧えられ.

いくつかのグループが 10時間. 17時間. 24時間.

それ以上と勝手に騒ぎ立てたが，どれも相手を説

得するだけの良伎のデータが得られず， とどのつ

まりは何の結論も符られぬ点てー合意、した。

ハレーが太陽に 25AU となる頃から再びパース

|やジェ y トが見えたという矧の報もが散見され

るようになった。ただこの位の報告は写真を鍬っ

たというだけで . iii: がる j車j支を計って噴いた時 l，(

が何時かということを決めていないので，使い難

い。バすいせい"ははやぱやと 1.7AU 地点でアウ

トパーストの口氏〈時点そのものを験出した。誌に

も月光にも妨げられず 5 分の時間分解能で比える

手IJ/J. はそのまま石市朗できたのである。自転も 2 j且

|自iほどの鋭 iJIII続行で53時附と出せた。際、始太陽系

天体の典型的な白+五時間は木星的な 10時間とされ

る。しかし小 F~!tなどではこれからかなりずれる

ことが多< .ハレーもその知であった。

この53時間周期 iは今に至る迄続き，可税・功、外

のI哲光. C2. H20+ スペ 7 トルの変化などでも錐

かめられている。ということはハレーの表而がジ

ェ y 卜の噴き出し口を除いてはがっちりと県色物

質で悶められていることを意味しよう。ヴェガや

ジオ y トの突入時にもジェ y トしか見えず. しか

も太陽のJ!(\る地点のみから噴いている様はこれま

た上記の推論を必書きした。

ヴェガにしてもジオットにしても核カ'.'.'.'， <司ジ

ェ y 卜が i切るいことて 'TV tIt~像の処理 lに苦しむこと

になる。 1.1\( ~L'.!みの lAce の時， ソ iili のIKI (cj':'1 由研

究所)のサグジェーエフ所長がこのことを笹戒す

る必要があると焔;ji M していたが，この恐れがまと

ソ連のハレー探査犠ヴヱガ

もに出た。一応両プロジェ 7 トのデータを総合し

て，ダンベ/レ型の 4 X15km という大きさが報告さ

れている。何百枚もの色q な角度からの写真をと

っていての話だから一応信用しておくしかない。

8AU での観測との食い違いは.ダンベルの車ilI}j向

から凡ていたか，或いは分解能の不足に起因した

のか， とでも言うより仕方ない。

土t星についてもう一つ長〈残されていた問題は

ガス成分とくにCOについての問題である。li'"JHJ分

[~去のミリ波観測が始まったのが1970年初Jめ，まま

}l1の主成分が同定された1:1'1とー紡て" III日占i の成分

のまH似はすぐ指摘された。 COは H.I日1分イ rj' ，炭素

がFfi どこの分子になっていると百われる位多い0

!I'N にもこの分子が10%のオーダーで入っている

ことが一旦ウエストで雌認された。ところがそれ

以来大主主星が来なくなった。そこでruE天文衛星

てヮトさいをt民をさらってみると，他の分イは全〈

同じくらい存在するスベクト jレー卜に COが彬も形も

見えない。もともと見難い分イLがそれにしても

変である。最近の笑験でCOは H20 とやI' 良< Itl まる

ことが刀、されたから，作!としても明るい主主星で見

つけた Lh しかしハレーはすれっからしているか

ら，表面からCOは水よリ早〈弾発して見出せない

のではないか。幸い，何もかも失敗絞きのアメリ

カがポンと 1J ち上げた観測ロケ y トの紫外スベク

トル総が従まった。どうもハレーが一番熱くなっ

た 2 月下旬に， Itlの原始の当の-!iiIがIJli を見せた

のかも知れない。

成分といえば3.4 ミクロンのCHI反動帯がかなり

Ij~i <ヴェガ l 号の赤外望i卓鋭がJ耐えた。火星で昔

有機物を見つけたぞと綴いだ現象である。この時

は実は太陽のフラウンホー7 T-*Jilと分かりガセネ

タとなった。主主主iに有機物が大抵に入っているこ

とから.この発見は特に珍荷なものではないが，核

の県色との関係で話題になって来るかもしれない。

いつに変わらぬ結論: ZJ~尖は小説より奇なり。
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ハレーミッションの軌跡

"さきがけ"は昭和60年l 月 8 1:1 4時26分 (JST).

鹿児 1: ，\cj''Ji:!i:1M]IltiJIII 所から打ち」げられた。 1 月

5 円から始まった打上げ JVIIM j(ランチウインドー)

II~I .発射1j'位は真束に.第 3 ・ 4 段噴射高度は約

240km に固定され， 発射時刻のみがハレー主主主'へ

の最接近距離が最も小さくなるように選ばれた。

この紋接近距離は打上げ日が遅くなるね大きくな

爪天候，地上系の不具.-1ヤによる 3 日間の巡れで.

8 1:1の打」げに対し 794 7)~km と予定された。

才LI二げは順調で，打上げ後 2 日自の第 3 可税ま

でのレンジングに~&いた軌道決定結栄によれば.

ハレーへの披接近距離は 757万kmであった。これに

先ぷち採1£機のスピン制lは太陽に l立交するように

(()s=90ｷ)またスピン数は巡航状態の約 6rpm

に ibi ]l，卸された。翌 I 月 II 日には第 i 次の軌道修 if-:

が行われ. 30m!s の速度修正によリ;段按 1注目↓ i隙は

702 T7 krn となった。その後，後続の"すいせい"を

も考慮した工学的諸試験が実泊される一方. I 月

25 日にはスピン制 l を武道而とほぼ義直とし.姿勢

決定のため参出する星も，それまでの南十字星か

ら. JC 米巡航時の基 ill; として必定していたカノー

プスへと変更された。また 2 月 14 日には主として

軌道決定系の硲認を問的として第 2 次の軌道修jJて

が行われ.政接近距離は 699 万km に修正された。

工学諸試験終了後 2 月 19 日には観測用アンテナ

/マストの仰展を行い. 2 月 21 1:1より科学観測が

開始された。その後. 5 月 15 日から 6 月 29 日まで

の問，米同の ICE 探査機との共同鋭 iJIII をはさんて二

昭和 61 年 3 月 II 日 13 時 18 分(J ST) のハレー最接近

に至る間，順調に観測が続行された。

松尾弘毅

"すいせい"は nil， 布]60 年 8 月 19 日 8 時33 分に打

ち上げられた。 8 月 17 日より設けられた 20 円聞の

ランチウインドーの 3 1:1目である。ウインドーを

通じて日椋点はハレー善行!の太陽 1即120 万加の点で

あリ，この目様を維持するのに何日の発射時刻と

第 3 ・4f止噴射高 I~ を変えることで対応した。

打上げは順調で\軌道決定結栄によれば段接近

距雌は 21 万krn ときわめて目標値に近く. 8 月 22 日

に予定していた第 i 次の軌道修正はとりやめられ

た。また. “すいせい"の必 ljJ.1 問軌道の特世 iーから司

ごく初期 iにスピン軸は武道而とほぼ iii 直に制御さ

れ巡航状態に入った。その後 9 月 7 日には紫外線

tItl像装 ill(UV l)チェックのため地球が搬杉され，

loJ27 日には太陽風観測装置 (ESP) が観測を防 i始

する。ハレー主主民の新しいダストモデルに基き，

11 )-J 14 日に軌道修正(速度修正鉱 13m! s)が行われ.

故按近距離は 15万krn となる。 UVlは同 H ハレーの

初検出に成功し，同26 日より 1 月 II 日の問ハレー

を定1i~· (I~Jに搬像する。その後太陽の位置関係の不

都合から一旦中断するが. 61年 2 月 9 日よリ縦{象

を料開して 3 月 8 日の最接近を迎えた。

‘すいせい..は HI-!和61年 3 月 8 日 22時06分( J

ST) ハレーの太陽lWJ1 5万加の，占、を通過した。この

時間仰はわが臼旧局から ~I'可視であり， リアルタ

イムデータ取得は NASAのマドリード，ゴールド

ストーン両局の文援により行われた。故接近時の

探企i機の位置関係，データ取得状況は図に示す泊

りである。またこの前後 2 固にわたり 5mg内外の

ダストを探知l したのも既報の通りである。

..，~
~..
K¥

XC太陽}

亡~

.......-J.,

ム.-I'd

rすいせい」最接近時の運用
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ハレーへの接近

ISAS ニュース編集委員会

息、もつかせぬ 10 日間だった。 3 月 6 tl , ソ述の

ヴェカ 1 号の最桜近に始まり，“すいせい\ウ'エ

ガ 2 号，"さきがけ\そして 3 月 14 日， ESA(ヨ

ーロ y パ字'由。機関)のジオットが iiil じた感動の大

核近に至るまで司まさにハレー探査のクライマッ

クスにふさわしい日々であったロ 5 機の採奈機に

搭載された44個の観測機総が膨大な量のデータを

取得した。現イ「世界の各地で.ハレーの真実をめ

ぐって科ザ'者ーたちの死闘が続いている。ここにj£

べるのはその '1-'/間報告である。

1，磁気の嵐

昭和60年 1 月 8 日，さきがけ"は，琳背を践

して内之浦のj栄い聞に消えた。

t華々な予iii!作業を絞て 2 月 21 日に科ザ:鋭iJIII が

開始されてからというもの， SOW(太陽胤プラズ

7鋭担II器)担当の小山孝一郎は，板めて平砲な毎

日を過ごしていた。

5

10

5
F

Y

「あーア， 11年 );';I JtJIのうちのよりによって太|助活

動の一千件静かな時に打ち上げるなんてなア」

小山は，来る日も来る H も朝の 7 時半に.ここ

駒場の深宇'山管Hill センターに阪を出す。そして惑

見聞空間が平和であることを示すf ;tl;1 :iJfjりのデー

タが，場i♀いに!成リ長りくさってディスプレイを，I.j

領しているのを，ため 4白、まじりに眺めるのだった。

もちろんお隣の匝!J lftiのIMF(id亙1 問磁場 iilll 主主総)

も何の'pi哲もない rifて7おな J wi!きを見せている。
4 月 19 日はちょっとしたトラフソレカずあって， と

うとう「ヰー術研に一泊」ということになってしま

った。

「それにしても IIi' 夜のアクアピン}という消はよ

く効し、たな」

中立ぼけまなこでセンターに入ったのが 3 時過ぎ。

そしていつものように不 zムも WI1寺もない目っきで

IMF のデータを眺め始めた。と， 4I時。いきなり

小山のまぶたが大きく聞いた， と凡る|首lに，彼の

視線はせわしなく l血II自l のあちこちに移動し始めた。

「磁場が激しく変動している/ 磁気嵐だ/ J

それは"さきがけ‘の打」げ以来，小山が出く

わした初めての「事1'I'J であった。彼は市Lれに百し

れる磁場のデータを呆然と目で追いながら，不思

議な感動の '-I' にいた。広大な工j 衡の大海に車if[りな

げな小JiJが浮かんでいる。太陽風とその般場の大

きなうねりの合問lに見え隠れしながら，必死で舵

を繰る"さきがけ'。小山が我に返ったのは 411寺56

分，その磁場の変動データが消!必によってプ y ツ

SoT

()z

5

s

。 X

5

。分

19時 UT

10分 20分 30分 411分 511分 GO]}
20. 年

1985 年 4 月 19 日‘さきがけ‘の IMF が捉えた磁気嵐
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リと切れた IL~ であった。

。

UT(h)

12 24/0 12 24

2. 息づくハレー

「おかしいなあ.あれはハレ じゃなかったのだ

ろうか? J

i昭和60年の自r\J走が目的に迫った IIH21 日の夕暮

れ時すいせい"絡械のUVI (紫外線カ j ラ=

J~:';t;:紫外執行量殺世)を f日当している金制栄祐は，

駒場の深宇宙也市IIセンターの大きなテーブ/レに片

IN をっき， iYr リ切った表情を浮かべていた。

その 1 週間lほど前， UVI がノ、レーを取り巻〈水

オ;の芸を揃えた。この水素はハレーの伎の表面か

ら放出された水-;l~~t.1J(太陽の紫外線の強製を受け

て.

H20 • H+OH
OH • O+H

という 2 段wiの光解離を経て生成し r口"車て'コ7

の外i同lへ拡がって行くものである。この水素原子

を UVIがライマンアノレファの波長で品11生した。

「しめしめ，これで明日・明後日と胡i保して.そ

れがハレーの子氾!位IIIにあれば.怖かにハレーの

紫外像だというiill 拠になる」

1i!: 田は今後のJ:!d'HFIに夢を馳せた。ところがそ

の後，ハレー均九、る筈の方1"[に UVI を I ，，]lt ても，

その紫外像が一向に映らないのだ。金111は忠びの

予感を発散することができず，悶々としたl 週間l

を過ごして米たのだった。

しかし兵剣な努力は報われるものである。11月

26日.センターのクイックル>7 を凝視する金制

の阿に， 12 1:1 1Jlj と似た山l像が飛び込んで米た。

「米た f 米た 1 米た r J

付』かしさでいっぱいの戸であった。

それからはlI~i ，JI.Iだった。次の H もまたその次の
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UVI によるハレーの観測時間 (水色の区間) とジ

ェットの現われた時間(三角形のスパイク)。スパイ

クを結んだ実線(強い噴出 l，破線(弱い噴出)のスロ

ープが. 2.2 日の自転周期を示している。

日も，ハレーは事 lった方角にピタリピタリとライ

マンアノレ 77 の姿を見せた。 1 月 II 日まで搬り続

けたそれらの述統的な映像から，ハレーが時には

強〈時には弱<.まるで間欠泉のように周期的な

tli 動をしていることが分かった。

rjPfとかこれらの映像から自転の周期 iが求められ

ないかなア」

UVI チームの剣怠工夫に加えて小田稔所長の tt

mな助言もあり， J.. 図のようなチャー卜が出来上

がった。このところ小間は述日のように包湘 lセン

ターに阪を比せる。しかしー述の映像を前にして

12 月竹田 12 月13 日 2月25 日

"すいせい"の UVI がとらえたハレー慧皇の紫外線像

5 ー

2月28 日



UVI チ ムの而々と I" 熱した議論を続ける自の光

は所長としてのものではなし、。明らかに来々しい

好斎心と↑市軌を持った科学者としてのそれであっ

た。このチャートから UVIチームは，その周期l を

「約53U一年間」 とはじき出した。

12月 15 日， rill水幹夫が lAce のワーキンタグル

ープ出席のためアメリカへ11~んだ。会場となった

JPLの一室でセカニナが，

「池上からの乃 A を}よると， 11 月 14 1:1にノ、レーか

ら激しいジエソトが噴き山しているようだ」

と発言した l時，

「やっぱりそうだ。われわれのUVI はその時のジ

エン卜を J市えている I J

思わずビ y トレ トを上げる出水だった。この

「ノ、レーの息」は，ハレーの骸表面に他と比べて

構造的に大変りれ、地形(押lれ口や穴)があり.そ

れが自転によって太陽に照らされる位置に来ると，

激しいジエ y 卜が噴き出すことから生まれるので

あろっ。この!'UII:iF.しい息がずっと繰り返されて

いるということは，校の表面のうち，ジェ y 卜 iJJ;(

を除くかなりの部分が闘い物質で覆われているこ

とを推察させる。だとすれば，それは表出のtW 'ie

しやすい成分が蒸発した後に妓されたダストに本II

i主ない。

UVI チ ムは，各国の探:伝機が故接近を遂げる

3 か月以上も前に，ノ、レーの表 I而がかなリ fl:~ y 、か

も知れないという予想を持っていたのである。

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

そして 3 月 6 日。モスクワの IKI (ヰ・宙研究所)

は史上千iJ] (7)ノ、レー核近を迎えて，緊張した空気に

包まれていた。この EI ，カリーニングラードのミ

Y ンヨン・コントロール・センターし卜図)から送

られて来るヴェガ l 号のデータがディスプレイル

ームのスクリーンに映され.折しも世界各国から

集まった lAce とインタ コスモスのメンバ-*'，!

100 人の「観賞」に jJ~ されていた。かの「古だるま

モテソレ」めホイ y プノレ同十も 7%\i. とは思えぬ王i 々

しい II民差て悩iTI白を比つめている。

10時20分， リアルタイムの解説を担当している

ソ述のガリェーエフがその戸を一段と蝶リ上げた。

ホイップル氏(左)

6

「核から 9000キロ。段接近です I J

ややあって，感動と 'tt伎の拍手がうねりのように

起こった。降り註〈ダストをかいくぐリ.ヴェガ

I-りは，この最接近を挟む前後3時間の|別に 500枚

を越える似の映像と，数多くの貴重なデータを地

球に送って米た。

oλ|
'.'

~

ウeエガ|号がとらえたハレー

このド h，像の一帯 II に核が 8 の~r に見えるものがあ

ることから司カメラ王仔:のム ヒンが，

「ノ、レーには 2 つの絞があるかも知れない」

と発言して話題をまいた。これに対してもちろん

核は 1 つだろうという意見も出されたが，この時

点では明雌な結論が出なかった。ただし披接近に

近い l時の像を予備的にコンビュータ処理 A したもの

を見ると，まん中の塊が「まゆ」のような形をし

たダストで磁われているように見える。

IKI の所長サグジェーエフは記者会見で，

.核の表[Ii iは厚いダストて、被われている

-校は 2 日半の周期 lでゆっくりと自転している

と発表した。"すいせい"の観 iJIII 紡採ーからすでに

予言されたノ、レー表面の様子や向転周期などが，

ヴェガ l 号によって再餓認されたのであった。



1.その夜

3 月 8 日夜 10時 6 分. すいせい がハレーの

太陽flllJJ5万 1000kmを接近通過した。ただしこの時

はちょうど臼 UJ の6401 アンテナから見えない。そ

の問の大4な観測データは. NASAの深宇宙アン

テナ(ゴールドストーン，マドリード)が受けて

くれている。ノマサデナのJPL とのホットラインが

駒場深宇宙官制センターに設置された。

タ h. liil:核近に制iJえ，清水，上杉. JIリ~:.井上

IJ!H系ずIが次々に姿を見せた。

この日.ホットラインの狙当はftIi村敏充である。

彼はタ万 5 時，センターにブラリとやって来た。

7 時. 11K くなった。しかし7 ドリード入感だ。西

村に係かめてもらいたい。この偉い先生を誰が起

こすかもめた末.特別製の神経を持つ向荊が引l 当

した。起きた。

"Hellow' Thisis

流暢な会話が続〈。普通， 日本人が電話で英語を

喋る時は 1 [flJ こうから数字を聞くと，確認のため

こちらから反復して了ゑを得ることが多 L、。勿論

その程由の多くはヒアリングが完竪でな L、からで

ある。ところが IIリI: が11M.、ていると. 20 歳代に貨

客船に乗り込んではるばるアメリカをめざしたこ

の往者は相手がどんなに複雑な数字を言っても，

スラスラとメモをとるばかりで一向に自分のロか

ら繰り返すようなことはない

「ウーン，さすが宇宙研の看板教授 lj

向チ 1 はこの不思議な人物を畏敬の気持ちをこめ

て見つめるのだった。

ともかく西村の的確な中継でゴールドストーン

も 7 ドリードも白すいせ L、"を無事つかまえてお

り， 「呉常なし」との報を得て，一同， とりわけ

ダストの衝突を心配していた清水は，ホッと髭と

胸を慌でおろしたのであった。

2. ハレーの贈り物

観測J1ー ムの泊 l が々放機近時のデータを見たの

は翌日のことだった。

「アレ，姿勢がおかしいぞり

紋接近後初めての人感の時，探査機のチェックデー

タを見て.市 IJ 御f日当の上杉邦慾はわが目を疑った。

「もうーッ/ちょっと目を離すとこれだから I j

プロジェクト・ 7ネージャー伊藤山造の指示が

J1~ぶ.

「司lilJ;\ ;¥，をチエ~ '7してください I j

チェックの結果，太陽従池は異常ないことが分

かった。そこで急いで段接近の時のデータを再生

してみた。するとどうだろう。後近の前後 2 回に

わたって. すいせい"に大きな術祭が加えられ

ていることが判明した。 1 回目は取扱ill: 12分所rJ，

ハレーから 16万km. 2 回凶は披接近20分後，ハレ

ーからの距離は 177J5000km。上杉の解析の結来，

ハレーの核の方向から何物かが飛んで米て白すい

せい"の下書1\に衝突した， という結論になった。

重さは般えめに見ても約 5 ミリクラム。比重を l

として直径 2mmほどとなる。

「とんでもない/ ハレーからのダストは 10のマ

イナス 10:来グラムくらいの筈だぞ/ それに，も

ともとワンントンの lAce でダストは思ったより

総やか， というから接近距般を近づけたのに」

駒場深宇宙管制|センターの人々は.口々にハレ

ーの活動の激しさとダスト来畿の怠外性を呪った

のであった。もちろん優秀なるわが軌道制御チー

ムのこと，再び自分と"すいせい"の姿勢を正し

て正常な運用を回復したことは言うまでもない。

ただしこの時のシヨ~'7でよ杉の白髪は益々輝き

を増したという。それほど予想外の r ，ダストのお

出迎え」であった。

幸い観測機器も全〈正常であった。ホッとした

チームの中から，
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rooすいせい"にダストを 2 つ付けて"ずいせい"

(f自民)と改名しては? J

という名奈がtH たという。

3. 衝撃波を通過する

fLlll卸チームが姿勢データの巣常を凡て喚71T をあ

げた時. すいせい 格載の ESP (粒子エネルギ

ースペクトルil\ll J:主総)を m当している [ill井利典が，

'1守制センターの端にある耳IJ の画凶iでESPのクイ y

クル~ 7 を ~Lて L 、た。

「ウヒャーッ/ 何だこれは.グ」

JilJ井のlifH立の向こうに見えているエネルギース

ペクトルは，先円までのESPのデータとは似ても

似つかぬものである(~下L

「これはコメ y トのプラズ7かな T ? 太陽胤は

どうなっちゃってんだろう!? J

I'IJ井は同じ ESPチームの寺沢敏夫や三宅ιらと

議論を始めた。織目で隣のj虫!交分布関数を見てい

た IIIJ·n.

「やっぱり太陽瓜の減速だと思うけど 一 。そ

れにしてもこんなにエネルギーが低いとは立f外だ

ったなア」

そもそも持Jillの状態の太陽風を測定するだけ主

ら. ESPは 250eV (~G:イポノレト)くらいのエネル

ギーを削lればよい。しかしハレ に近づき.コ?

のプラズマやそれと出会って減速した太防胤プラ

ズ7 を illil ることになると， ESPカ勺llil る卜似のエネ

ノレギーをずっと低くしなければならなし、。この日

の測定エヰ、ノレギーの下限は 30eVlこ設定されていた。

この30eV という{直については.チーム内に r f!1;す

ぎる」という白:比もないではなかった。しかし今

定常状態でのエネ Jレギースベクト Jレ

決われているデータは.30eVでも下限として高す

ぎることを江、している。

そのうち画面が，披接近以前に見tJ'Iれたものと

大変似た様相を呈し始めた。

「あ，やっぱり衝撃波を通過したんだ。それにし

てもすごい不述絞だな」

響星の肢を包むコ?のプラズマに太陽胤が出会

うと衝撃波が形成されると予想された。 2 目前の

ヴェガ l 号の接近によって，その衝撃j止め絞から

の距荷量は 100万km と思われた。しかしこの時点で

は減速の脱皮などは全〈分かりなかった。

rl，i聖書波を通過したといっても.今出てるデータ

は，まだ普通の太陽風の状態に戻つてはいないな」

三宅がつぶやいた通リ.不iili続を過ぎてもすぐ

には太陽l瓜はもとの流れに似附していない。ハレ

ー起源のイオンが太陽風に術促されると.太陽風

にとっては厄介な術物を背負いこんだニとになる

ので， (illillf!J最を保存すべ< )太陽胤のスピード

が孫ちる。この"7スローディング.と II乎ばれる

状態が何〈続いているのだろう。

「アレ、切れちゃった」

まだマスローデイングi並行中と思われる時有な

のに司データレコー夕刊の.j!けーデータは終わってし

まった。

この後はアメリカの深寸:'d3アンテナ("7ドリー

ドとゴールドストーン)が追跡してく tlている。

向-J Iーはそばにいたプロジェクト・ 7ネージャーの

伊藤副造に.

「先生，早 <JPしからデ 7 を 11 って下さ L 、 J と

急いた調イで頼み込んだ。すでに 8t 日司西村がホ

ットラインをJillじて火急的速やかに送ってくれる

最接近時のエネルギースベクト Jレ
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ょう依頼済みではあったが，このデータが早くも

3 月 11 日に届いたのには，皆篤いた。その訟に林

友直の活躍があったことを知る人は少なし、。

3 月 8 日 12時30分 (UT) にスイ y チオンした E

SPの得たデータを (J PLのも含めて)野型すると，

下図左のようなプラス~<'の流れが測定されていた。

矢印の向きが流れの方向を，長さがbk速を示して

いる。途中で流れのパターンが不連続に変化して

いるのがよく分かる。 14時43分と 14時49分のギャ

y プがまことに見事である。この耳目，"すいせい"

はハレーの絞から 45万kmにいた。|間違いなく"す

いせい"は衝撃波を通過したのである。

「ここでプラズ<'i*[の秒速が240kmから 440kmに急

上昇してるよロ流れの向きも 16)立ひん ullがってい

る。予定!以上に衝撃泌が強かったねェ。しかも 7

スローデイングはこんな所まで続いている。ハレ

ー起iJ~(のイオンは移、から少なくとも 100万km迄届

いているんだな 7J

何となく意識の上っ l函でl喋っているのを感じな

がら，向井は何もかも投げ捨ててESPに打ち込ん

で来たこの 5 年 IMI を思った。いくつもの術星第載

の観測機器を手術けて来た向井だったが，この，

‘・すいせい"はかつてない難行となった。すJfに総

合試験で，米る日も来る日もィ店IWI'辺へ通った頃の

断片的な記憶が，重なり合って思い出された。そ

の一心不乱の努力が予想以上に劇的な「衝撃波の

通過」というプレゼントを与えてくれた。

「ありがとう，‘すいせい J

ESPチームはこの観測から司衝撃波のl享さを 2

万6000km以下と推定した。その衝撃波の形は，下

図左に i，れ、てあるように.校から 35万kmの所を加

点とし，肢からその方向に対称軸を持つ放物線状

と考えている。

4. 琴星イオンの誘拐

「あ，これは{!il]の速度のリングじゃないですかね」

クイ y クルンクを見ながら，ビ y トレ トも周波

数も向い声を上げたのは寺沢である。

寺沢はその「リンク」が見えて来ることに確信

を持ち， ESPチームのみんなにもそれを以前から

熱っぽく諮っていた。その時は他のメンハーは分

かったような分からないような顔をしていたのだ

が，寺沢が「リ/グ」を熱心に追い求めているの

には，笑は(大きな声では言えないが)もう 1 つ

隠れた理由があったのだ。

「ボク，今度の学会に提出したアブストラク卜に

そのことを沓いちゃったんですよね。だから，ど

うしても発見しなきゃあ凶るんです」

この「リング」は，慧星起iJ~tのイオンが太陽風

f，技場にトラ y プされていくことに関係してし、る。

では一口に「太陽l瓜に捕まる」と言っても，実際

どのようにして捉えられるのだろうか。太陽風が

運んで来た磁場の中にコ?のイオンが置かれると，

その*-Hーはローレンツ力と IIIばれる力を受けて峨

坊のまわりを回転するらせん巡重UJ を始める。守沢

はその「誘紛現場」を見たがっているのである。

般場の方 II付fーまEであればtill t!Eされたイオム〆の

巡動は円以のままであり ti;e lするが，実際には政坊

も乱れているから.平均速度のまわりにシェル納

i立が出来ることになる。このシェルの貧道 l自l投協

として，速度空|向上にリングが描けるだろう， と

いうのが寺沢の主娠である。

試しに30eVから 330eVのエネ/レギ一範囲て... E

SPの従えたプロトンの量によって色分けして速度

ベクトノレを見ると下図のようになった。なるほど

リングが浮き止がっている。これこそ，太陽胤峨

場にトラップされたイオ/が揃いた舷かな「誘拐

(kml・}

200+

.00+

L→一、 1
10 ・

x

5xlO・

衝育~i賞

、."'

最接近時のプラズマの流れ (ESP) ハレー起源の水族イオン (0大 OH+， H，O+) とそのリング
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の軌跡、」である。こうして寺沢のフライイングは

厳粛なる事実を以てあがなわれたのである。

「あんなリング.子先日していなければとても比つ

かるものではないですよ。理論というのは恐ろし

いて'すねえ」

luj井の感想である。まずは，恩論と笑験が千に

手をとって成し進げた発見だった。

5. それでも「だるまJ は回っている

‘すいせい"がハレーに最接近した時に， UVI

の鋭 illl] は「品 \IJ 光モード J に切り換えられた。これ

までの「搬像モード」と巡って， ilflJ 光モードの搬

像データは，カメラの視野角に入って来る明るさ

がどれくらいかを示すヒストグラムに変換される。

その JUJ ~dJ 'I"t，ハレーの水素コ7の全光度は依

然としてリズミカノレな変化を』正せている。

披接近の後，ハレーのWi象はヴェガ 2 号の最接

近の時iに再開された。そしてここでも，核近傍に

時折見える閃光によって.自転周期 2.2 日が線認

された。

その後のことになるが 3 月 20 日から 23 日まで

連続58時間にわたって測光モードを駆使し， 1 自

転中のPJ'i出源の位置を決めようとした。その解析

によると，伎の表面には 2 つの191 1-、噴出源(5"

52)と 4 つの司法い噴出 i店、 (W" W2 , W3, W.) のあ

ることが分かった。この結*は数多くの画像で1&

付けられている。もし時間の原点として強い噴出

ilJil5 ，をとると， 3時間遅れて弱 L 、 PJ't::1¥ii' 虫 WI ，もう

l つの強い噴出源 5，は 23 時間後になる。他の刻 L 、

"t!:1¥i版 W2 ， W3 , W，は.それぞれ11 時， 30時， 48

時に始まっている。

「そうだ/ これをハレー艦隊のフライパイ時刻 l

に適用してみよう」

清水幹夫の猛烈な計算が始まった。

まずヴェガ 1 号。ガスやダストの噴射 j卓度を 41}

秒300m とすると，ヴェガ l号の故接近時刻は 5，か

らの噴出開始から 7 時間後ということになる。だ

からその噴射を直接体験しただろう。

つづく"すいせい"は W3 の噴出が起きた後の通

過。ヴェガ 2号の最接近は 5，の噴出開始の直前だ

ったのて.~ ~~j v 、噴 :l~ i，時( W4 に当たったと忠、われる。

そしてジオ y トは， 5，の噴出の 4 時間後， WI の

噴出の 1 I時間後にハレーを通過した。これらの呼 t

出はジオ y トに厳しい彩響を与えたろう。

「ジオ y トはさぞ辛かったに i主いないー一一 J

nY 水はあご髭をしごきながら， )韮かな探査機に

ひとり氾!いを馳せるのだった。

なお， ±是きにわたった UVI の綴像において， lA

CG ワーキング・グループのモデルに北づき， 2 週

間iに 11えハレ のライ?ンアルファ輝度分布，

いわゆるん、レ の天気予朝 lJ を出し続けた厄!息

修の努力を忘れることはできない。

++→ー令++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

1.備えありて轟いあり

3 月 9 日，ヴェガ 2号の依接近の目。リアルタイム

の解説が始まって陥1 もない現地時間の10時過ぎ，

ガリェーエフの戸の部l子が変わった。

r~乍日， 日本の採査機“すいせい"がハレーに最

接近しました。距荷量15万km l いま我々と共にい

ん
所
し

せ
の
わ

ま
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く

り
ら
出

あ
く
に

ま
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で
万
ス

う
は
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「あ ， ft外と早くやって来たぞ I J

と思っていると， 1 号の時と同様に，核から 10万

km辺りから.ダスト粒子の攻繋が強くなった。こ

うしている問にも，ヴェガ Z 号は順調に画像・デ

ータを送り統け.絞から8200km まで接近した。し

かしカ j ラのポインテイング・システムが域れ，

パックアップのンステムを使ったために，クロー

ズアップの像の多くが銘出オーバーになってしま

った。そして最接近直後に突剣l として画像が消え

た。聞けば，ダストの1孟襲によって太陽電池の出

力が80% も低下したという。ウ‘ェガ I 号の出力低

下は45% くらいだったが.ガリェーエフは，

「骸から飛び出るダストやガスの活動は.ヴェガ
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l 号に比べて半分くらし、」

と叫んでいた。このガリェーエフの言葉は・すい

せい..のUVIからの消水の推定によってもぷ付け

られているから，祭するにウェガ 2 号には少ない

ながら大きいダストが衝突したらしし、。

2. コマののぞき屋

コ7は主主星の大気である。地上から見てあんな

にも神秘的なコ?の l人l部では，色々なガス分子が

波測に高んだ反応、を繰り広げている。太陽からの

紫外線が，分子を作っている!息子間の結合を切る

光解離，分子や!伝子から屯子を叩き出す光'近離，

太陽IiIのプロトンとコ?のガスとの和I屯交換反応

等々，まさに絶えざる変幻の世界である。

このコ "Iこ含まれる中何一分イやイオンを T!'J:按探

ったのは，ヴェカやジオ y トに搭載された中性分

子用質量分析計やイオン質量分析計たちである。

ヴェガに U: ， リモートセンンング用の赤外分光言|

や，紫外・可視 亦外の 3 つの波長の目を持つ 3

チャンネル分光言|ーも来っている。

ヴェガ I 号と 2 号は双生児の探有機である。わ

れわれのセンスで言うと，

「わざわざ 2 つも飛ばさなくったって …。 1

つでは自信がないんじゃないか」

なととヤッカミ半分の意見も出ょうというもの。

しかし，見事にふたごは助け合った。 1 号の r 3

チャンネノレ」は完全に故障したが， 2 号の r 3 チ

ャンネ lレ」は可視と赤外が働いた。 2 号の中性分

子質量計は駄目だったが 1 号は大丈夫だった。

ウ'エガ 2 号がと句えたハレー。画面横幅 15km。

うるわしい兄弟愛。

中間報符ながら， 「 3 チャンネル」の「可視」

は，通常のきま星から見つかっている CN ， OH , C2・

NH などを検出し r近赤外」て叶，0 を検出した桜

憾である。「赤外」は C02 を見つけた。

ヴェガのチームは今懸命にコ?の中の神秘を解

き明かすべ〈務闘中である。

ところて"ヴェガ 2 号が捉えた紘の最良の画像は

1，;:下図のようなものだった。この画像の中に， 11

km離れて 2 つの明るい所が見える。これをめぐっ

て r 2 つの核を示す」という意見と「左の大きい

6kmくらいのスポ y 卜がノ、レーの紋で，右に明る

くダストのジェ y トが拡がっている」という意見

が出された。しかし結局他の画像データを参考に

して，

・この画像全体がハレーの絞であり，明るい 2

つのスポントはダストのジェ y 卜の噴射似て v

ある

・この核は小さく見積っても長さ llkm ， I幅7.5km

て"ある

との結論が発表された。 2 機のヴ'ェガの画像から

推定されたハレーの伎のアルへドは rO.07 以下」

だった。

3. 絶妙のパスワーク

実はヴェガ 1 号の接近の母 i ， ノ、レー主主星の位置

推定には約 400km の誤差が含まれていると言われ

ていた。ハレーの表面から噴き出すジエ y トのた

めに核が押され，微妙にその軌道を変えているた

めである。 ESA のジオットはそのままでは 500km

という絞への接近目標を到底来たすことはできな

。

、し

ヴェガ 1 号が核11t l像のためにどの方 rl'J にカメラ

を向けたか，そのデータが池上局で正確にを1' 1附さ

れた。それにヴェガ l 号の最新の軌道.地上主lI. il\l J

によるハレーの軌道が考慮され，ジオ y 卜の軌道

修正ベクトルがはじき出された。 3 月 7 日の IKI で

は，そのために終日が資された。そして翌 8 日，

オーストラリアのカーナヴォンから，ジオントに

向け歴史的な軌道修正指令が発せられたのである。

接近予定距離 BOOkm /

さらに 3 月 9 日，ヴェガ 2 号がハレーに按泣.

そのデータをもとに 3 月 12 日.再度の軌道修正が

ジオ y 卜に命令された。こうして，ソ連・アメリ

カ・ヨ ロ y パの緊密な協力のもとに， 「ジオ y
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ト 540km紋接近の口険」が敢行されたのである。

ヴェガ 2 号が接近した日.モスクワ北部の rl主|

際ホテル」でささやかなパーティが聞かれた。ソ

i主政IUがfft伯を呼び掛けている時であ I) ，また党

大会が終了したばかりなので，出た洞は小さなグ

ラスのシャンノぞン l 杯という「お図作l らしくな L 、」

歓待だった。

しかし長年にわたる国際協力を， も 7 ほとんど

完了した安城の笑みが.どの人の倣にも現われて

いる。わずかにESAのメンバーだけ， 3 月 14 日の

最接j丘が銭っているためか，心なしか表情が固い。

いきなり IKI所長のサグジェーエフが挨妙を始

めた。

「ア 1J と思って的III が松尾の似を探す。 r分か

っている」と目で合図。 ESAに絞いて日本のlAce

代表，松尾弘殺のスピーチが始まった。ギ.J 5 分，

よどみ主〈彼は続けた。事前に和Iの指名も~い急

場の，水際だった語りであった。終わった時，凶

出篤到、が近つ'いて.Jltて.ソ y と松尾にささやいた，

「大変よかったですよ J 。

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

オ.バレリーナのスカート

3H8B ，ヴェガ 1 号と 2 号の段接近の間隙を

縫って， 日本の 4 人の lAce メンバーは幸運にも

ポ I) ;，.ョイ劇場の切符を三f に入れた。しかも前か

ら 2 )illEI という「準かぶりっき」の上席である。

そのひとり的川泰正 1は，隣に坐った凶凹 m'JL の「プ

リセーツカヤだの"7 7 シモーヴァだの」ノ、イレベ

ルの解説をスルーさせながら， うっとリと~(の世

界にまどろんでいた。が. もともとこんな高級な

舞台は経験が浅い。

「こんな怖が 250PJ なんて安いなア」

などと低俗なことを考えながら‘スパルタ 7 ス"

で高〈持ち上げられた 7 クシモ ヴァを眺めてい

るうちに，心はいつの間にか}j IJ の過去の情景、に飛

び込んでいた..・ e ・・ 。

「この太陽からのプラズマは，その出発凸.である

コロナ領域の他力線を引き出 L，自分の流れに乗

せて運んでいきます」

ある日の記者会見でのことである。"さきがけ"

lMF(惑昼間!総場測定総)引 l 当の斎雌尚生は，鋭

い目て ~lii出場を見すえながら諮りかける。しかしそ

の日から洩れる声は意外にソフトである。

1959 -"f，たてつづけに月へ飛んだソ速のルナ l

-3 サ.アメリカのノマイオニア 4 号が，太陽から

吹き出す超高速のプラズ 7の風を観測した。ilI ll っ

てみるとまことに物楼し、。この j瓜を稿成するプラ

ズ7粒 r- ( おもに水誕の保子伎と~子)は，秒速

数百 km という復スピ ドで太陽コロナから飛び出

L , ~3 .!J!. 1日i空間jへまき散らされていた。

"さきがけ"の 'I 'i lll報告をするための予備知織

として，いま斎藤はこの太陽瓜のことを説明して

いるとニろである。

「太陽が向転していなければ，放射状に出た太陽

風が運，;;.韮力線も政射状になる筈です。しかし'夫

際には太陽は白+ムしてお I) ，或る時点に it'.た太陽

風のプラズ?粒子が1取をする問に，磁力線のっけ

恨は凶へずれて行〈。こうして太陽系空間の磁場

は渦巻きらせんの形になるわけで4す」

斎藤の口調はあくまで滑らかである。

「太陽もマクロに見れば普通の磁石のようになっ

ているのでN極と S 俸を持っています。だから北

半球から引き出される磁力線と，南半球から，; I き

出されるものとは， If'J きが反対になりますね。 fご

とすると，それらが擬する辺りでは磁場がゼロに

なっていなければならないわけで1 これがいわゆ

る"般公中性而"なのて"す」

記者から質問が出た。

「それでは，太陽総fJ:jの .it気中it lidは亦道而と一

致するのではありませんか? J

r そうです。あなたのおっしゃるiI!iり.自転軸と

6基軸が一致していればそうなります。でも実際に

は太陽のこの 2 つの刺lは傾いているので.中世I:而

はバレリーナのスカー卜のようにうねりのある形

をしているのて'す」

的川は我に jg った。

。
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「そうなのだ。"7 7 ンモーヴアが体を傾けてスピ

ンしているから，スカートのひだが千変]J化の妖

しい動きを凡せるのだ」

2. はだめく宇宙のスカート

3 月 II 日午，iij 4 時 (JST). 駒場管制センターの

クイック Jレックの HI)には，どんな小さなデータの

変動も比逃すま L\ という桃えでド y カリと腰を

下している大家'J'i を".，心 lこ. さきがけ.のグル

ープが全u集合していた。もちろん.新旧のプロ

ジェクト マネージャー，伊藤'j:-; 造と平尾手II維の

lUi も>1.える。

一方その頃.林友fa を中心に さきがけ..を追

う頼もしいスタ y フが臼聞にいた。ハレーさPI~.探

j'Ulffifiの iiit後の山場を迎え. 64m大型アンテナの

能力をフルに発1]]( させようと. 111 夜からその幣似i

-点検を:if!ねてきた。林をはじめ，みんな始どー

附もしていなし\

午前 4 II寺40分.駒場。

「あ- ':I. 的坊の甑1~1ーがi些転してる !J

"さきがけ、の披接近データのEI悦は，斎藤 ri¥J

生のこのlUI びから始まった。

「中官UIi1を通過したようて。すね」

太陽般場は 11年ごとにその極性を変える。その

j逆転の時期lになると，約半年くらいをかけて.今

までの N鍬が 5 極に. S 極が N極に変わる。しか

し現イEはその逆転期lのちょうど谷間に当たるので.

磁場がかなリ安定している。そしてそれに伴って

バレリーナのスカートも比較的水平に近い状態に

あるため.武巡回とわずかI. 51立しか傾いていない

軌道上を走っている“さきがけ..がいつ中性1M をク

ロスするかを予言するのが大変慨しい時期lである。

そのような状況 Fて二府騰は さきがけ"の中件

関通過に或る見通しをつけていた。

自の前のIMFのデータは，昨日の百草場とまぎれ

もなく反対のIf， j きを示している。

「まあ大体見通しどおりだな」

E別事は..さきがけが中性而をどうやら通り過

ぎたらしいことが分かつて，ひとまずは府の荷が

降りたような気がした。

「アーッ，ア- "I アーッ I J

短い周期lで間欠的にやって来る斎藤の戸に.森

岡日目 . t·易元清文ら‘さきがけ グループは一斉に

画耐を見た。斎藤の"I~はガ y チリと聞いている。

「何た\何だ I J

綴坊の板性がIiッチャンガ y チャン変わってい

る。みんな一斉に太陽 luiの黒点のことを巧一えた。

確か 1 か月前に大県点が現われ.飢iilll陣を ~i悠さ

せた。太陽が活発に活動を宮内めると，ハレー図有

の彬糾による現象を取り出すのがJJI寸凶昨日になる。

だがこの大よIJ.点はやがて大爆発を起こして jドj えて

しまった。ところがまた 1 i!! IHlljijにも大きな県 aり

が太陽 l而の束に出て来た。

「このガッチャンガ y チャンは，あの，tM点による

従前しだろうか・・……」

しかしクイ y クノレ y クのその後のノマターンから，

IMFチームはこの急激な磁場変動と極刊の変化を，

"さきがけ"が中性而を何度も通過したためと考

えるに至った。彼らが「めくるめくような」気持

ちで作り上げた最接近時のバレリーナ・スカート

90・

HilA 内向き峰崎
面 磁気中性線
緯
度』ーノ 一一一ー外 磁哨胤 G。 午ι、'!Iの
o 80 36nU r4

ぉ井r5274J/五7(52 約て百?と |
/1 1i 小ー問川日 \ぷ曾『ミミ 5ー

IMF のデータをもとにして推定された磁気中性面モデル
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最接近時の PWPが観測した電波

の形は前ページの図 B のようなものである。 せであった。

なお昨年 2 月の観iJIII開始以来IMFが得たデータ 「こんなに全部の機慌が順調にハレーをあ lまいて

をもとにして，バレリーナ スカート全体のうね くれるとは I J

りを 11Yi \t、たのが両，jページの図 A である。先に見た この"さきがけのPWPがつかまえたプラズ7

図 B は敢接近時に限って，細かいひだまでズーム 波は，故後近の時が最も ~rtt \t、。この電波がハレー

アップしたものになっている。 禁星の周囲の現象と深い関わ I) を持っていること

は明らかである。

上図布の 2 枚は，左の不鮮明な図の中から電j庄

の紙i を分かり易〈抜き出したものである。まず周

波数が主主統的に変化している波が目につく。この

iili絞 j庄はいずれも 30分から40分をかけて上糾ある

いは下降をしながら.周波数が60kHzから 195kHz

くらいまで変化している。

「これは屯波源カ笹山いているんだろうな」

隊司な状況証拠から，このタイプの電波は.般

から 40万 -100万km 辺りで太陽胤がコ?とぶつか

って出米ている衝撃波が移動しながら放っている

もの， と結論された。

PWPが受信した電波には別のタイプもある。 WI)

えばせいぜい 2-3 秒間しか統かない瞬間的な屯

j止。これは広い周波数帯にまたがった強い電波で

ある。

もうーやff.強くて持続性のある泣披も受かって

いる。これは太陽風プラズ7がノ、レーのイオンを

ピックア y プする過程でプラス:--7が不安定になっ

ていることの表われて"はないか， と与えられてい

る。

3. 動く衝撃波からのメッセージ

5 時30分.まず大家が叫んだ。

「平尾先生，ホラ，波が出てますよ/ ア-.， l

上って行仁上って行〈。受かった，受かったん

そこには ， SINの惑いクイックル y クの悶面に

素人ではとても見分けがつかないような電波のト

レース (J"o図左の 2 枚)が糸を 0]I，、ている。平尾

と大家はしばらく熱心にそれを目で追っていたが，

確かに電波だと平尾も同意し，大家の満面にはま

物を発見した時の子供のような笑みがこぼれた。

‘・さきがけ"搭載のPWP(プラズマ波観inrl r.~)
は，打上げ以後，太陽からの電波や惑星間1プラズ

?なと'の観illll を続けながら機器をチェックし，ハ

レー接近に li'Jけて腕を撫して来た。昨年 7 月に発

行された「・・さきがけ"観illll速報」の最後のページ

で，すでに大家1r.は次のように述べている。

r..........さきがけ"は ……衝撃波領域で生ま

れる未知の電磁波をキャ y チするかも知れなし、」

その「電磁波」を隊かに・・さきがけ"の PWP が

揃えたのだ。

平尾，伊藤は，色合いの差はあれ，いま大変幸
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3)-j14 日。

西ドイツ・ダ Jレムシュタットの ESOC (ヨーロ

y パ宇宙オペレーンヨンセンタ- ).

ジオ y 卜のカメラのミラーが絞から 8000km 辺り

で(おつき始めた。

ジオ y トからの画像がグラグラ y と-r tfi れた。世

界中の人々の注視の中，画像は消えた。しかし数

秒の後ハレーのコンビューター処理の画像がスク

リーンに現われた。故按近予定時刻 lの 15 紗前.絞

から 1963km ，ジオ y 卜.f{tて身のシヨントであった

(タイト jレパック)ロ

政接近 2 紗白 II，画像以外の電波も途絶えた。し

かしその 25 分後.ジオ y トは不死。 13 のごとくよみ

がえり， .11}ぴ地上局とのリンクを回復した。画像

は依然として駄目だったが司プラズ 7機器も質量

分析官|もデータは正常であった。

センターの発表では，最初通信が切れた時点で

ジオ y トは l 秒間に最高 120 側のダストと衝突し

た。につくきダストはジオ y トのスピン軸 lこ 0.8 度

の首娠リを与え.一時的な通信途絶が起きたわけ

てωある。

それから約半日司日本 H寺山 l午後 1011 払ハレーの尖

際の色に近い写』立が公表された(右図)。絞から l 万

8000km の所て・ジオットが捉えたハレ一。人 ui が初

めて見るスーパースター・ハレーが，薄いコ?の

ベールの向こうに激しいジェ y 卜を伴って神秘的

な素直 ~i をのぞかせている。

旦lし、/ハレーの肢は rAI:I;l"、雪だるま J だった/

太陽に接近する以前からの J也上lII. il\l l によって.ま

た日本の"すいせい"のlII. illl] 結采から，ハレー表

耐の反射率がかなり低いことが予 jt 、されてはいた。

ジオットのこの l 枚の画像は，そのことを万人の

前に決定的にあぱいで見せたのである。 #;\'v 、「い

も」型の絞から太陽(右斜め下)の方へ 1"1 かつて

2 つ，激しいジェ y トカ叩 1ft き出している。{也 lニ小

さなジェ y トが 2 つ 3 つ。伎の表出には斑桜僚も

認められる。

カメラ主任のヶラーは，

「ノ、レーの核は，長さ 15km ，幅 8 km 。アノレベドは

0.04 より i氏< ，多分 0.02 くらし、。これは太陽系の

最も暗い大体，たとえば外惑星のいくつかの衛星

やメインベルトの小惑星たちと同じくらい暗い」

と発表した。

それにしても，これはホイップルの「汚れた主

だるま」の表而から絶え IH] なく水族気が#来して

行〈姿ではない。ヴェガ l 号ーの赤外分光討は，ハ

レーの表而沿度を (330±30) ・ K と報告している。

もしも汚れた氷が蒸発を絞けている表面ならば，

表面撤!支は 190· K を越えることはない， との計 n

結果:もある。

激しい熱を何 Irr も受け続けた結果，当だるまは

まるで闘いダストの毛布を身にまとったかのよう

て'ある。

チ先日、を温かに上凶る激しい安を垣 IU] 見せて，ハ

レー器五!はっとって qj った。 5 年時 ij に， イタリアの

パドヴァに始まった空前のハレー探査の国際協力

は.22 かな成果を尖らせて，今秋ふたたびパドヴ

ァで訴を閉じようとしている。その教訓を I) I き継

いで，今後宇宙の探求にどのような国際協力が進

められていくにしても，宇宙科学 ~If 究所はその大

4L な一端を J旦うことになるだろう。

ジオットが核から 18 ， OOOkm の所て・とらえたハレー

R
d-



ハレー琴星探査の舞台裏

昭和61年 3 月は世界の宇宙探査史上でも最も記

念すべき月であった。人々が初めて国吸を越え主

義を越えて一致してハレー慧星という人聞の一生

に一度目の前に現われる響誕の探査を成功裏に終

えた月なのである。われわれの「さきがけ J rすい

せいJ，ソ速のヴェガ 1 ，ヴェガ 2 ， ESAのジオ

ット，それと NASAのアイスがし、ろいろの距離か

らハレ一審星を観illlj したのである。このニュース

発行の次の日には英国の雑誌ネイチュアがアイス

を除いた各探査機の観測l速報をとりまとめた 100頁

の特集号を発行する。我国でも同日に発行され皆

さんもそれを読むことができる筈である。はじめ

て見られるき星核の写真から 700 万粁という速い

所でも誓星の存夜によって生じた電波の話迄数十

ねにのぼる論文はハレー琴星の謎の一書店をときあ

かしてくれるにj1Jlいない。

このような輝かしい成栄を収めた国際的な協力

が成功した裂には実は lACG (Inter-AgencyConsul

tativeGroup) という組織の活路した務台裂があ

ったのであり，このことはこの特集号に是非書い

ておかなければならないと編集委貝の方が考えら

れて幸 Lにおはちカずまわってきたのであろう。

IACG はその名の示す通り探査機関の協議会であ

り，我固からは宇宙科学研究所(I SAS) ，欧州か

らは ESA ，ソ速からは東欧宇宙連合(I ntercosmos) ，

米国からは NASA. それと国際天文迎合で正式に

認められた IHW (InternationalHalleyWatch)

という 5 つの機関がメンバーとして参加したので

ある。いいかえれば研究者の組織が参加したので

あって，その中に国の主張というものを入れる余

地がなかったのである。

第一回はイタリアのパドヴァでひらかれ以後ハン

ガリーのドヴォゴコ(1 982) ， 日本の鹿児島(1 983) ，

ソ連のタリン(1 984 )，米国のワシントン(1 985) と

平尾邦雄

ひらかれ.今年 3 月モスクワで中開会議はあった

ものの 11 月に再ひ'パドヴ T でしめくくりの会を附

くことになっている。この協議会の議題は常にハ

レー探査においてどのように各機関が協カするか

ということにしぼられてあった。ハレー主主星をと

りまく型軽の線子は特に近接線変にとっては重要な

問題であり，我々の「すいせし、」をどの距離まで

近づけるかを決めるにあたっても大変役だったの

である。またジオットが絞に近づくためにハレー

響星の位置を確定する役目をヴェガが行い.その

ヴェガの位置を精\t oに測定するために NASA がV

LBIによって協力するという大掛かりな協力も IA

CG があって初めて実現できたというべきであろう。

lAce の事務局長は ESA のラインハルト博士がつ

とめたが.一方ジオットのプロジェクト・サイエ

ンテイストでもあったので大変な苦労をしたであ

ろう。実際鹿児島会識の年の秋に筆者は ESTEC

に数日滞在して彼と会議日程を刻箆したのである

が駒場の管理部もまきこんて・時間を争う作業をし

たものである。 ESTEC のあるアムステルダム近

刻\(7)ノルドヴァイクと東京.モスクワ，ワシント

ンを何度も電話がゆきかったのである。

この舞台裏でわが宇宙研の人々 もいろいろの面

で他機関の人々 と知己を得たことであろう。そう

して「さきがけ J rすいせい」の成功によって宇

宙研の国際的信用の地加と相侠って.この知己の

関係は今後の宇宙探査の理学的な面においても工

学的な而においても， 'till な資産となるに逃いない。

TheHalley Armada は地球の各地から発進し，

3 月には縦列を組んで次々とハレー主主星を訪問す

ることに成功した。

そうしてその訟にかくれていた舞台裏でも多く

の人々が未来への限りない可能性を生みながらお

どったのである。
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本号のための取材，お騒がせしました。そして

数々のご協力ありがとうございました。

ハレーゆきてこまぱは初夏のたたずまい 的川
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